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本製品は宇宙機のモデルベース開発/試験支援ボードです。本製品はロケット搭載機
器や衛星内の通信に採用されている通信規格“SpaceWire”インタフェースを備えていま
す。メインCPUには航空宇宙向けのRTOS “T-Kernel 2.0 AeroSpace”を採用しています。
本製品は３つの処理要素 “LEON5”、“RZ/V2MA”、“RZ/A2M”を搭載しており、宇宙機
のコンポーネントを模擬的に実現することが可能です。LEON5が宇宙機とのミッションパ
ケットハブとなり、RZ/V2MAが模擬的にミッション処理を行います。ミッション処理には
DRP-AIによる高性能AIも使用可能です。 RZ/A2M搭載のDRPで、模擬ミッションパケット
を作成することも可能です。

Space Cube MK4

◆ 提供物

HW
・ハードウェア仕様書
・FPGAバイナリ

SW

・T-Kernel環境構築手順書
・RZ/V2MA設定手順書
・RZ/A2M設定手順書
・T-KernelとR/V2MA間の通信サンプルソフト
・RZ/V2MAとRZ/A2M間の通信サンプルソフト
・T-KernelのSpaceWire通信サンプルソフト

付属
・ACｱﾀﾞﾌﾟタ（100V/240V対応）
・JTAG HS3プログラミングケーブル

◆構成図

◆モデルベース開発のイメージ
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